
 

平成２２年度 

花輪線利用促進協議会 

 

通 常 総 会 

 

 
 

日時：平成２２年１０月８日（金）１５時１５分～ 

会場：エスポワールかづの ２階 みのりの間 



次  第 

 

 

１ 開    会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議    事 

 

（１）報告第１号  平成２１年度事業報告について 

 

（２）認定第１号  平成２１年度収支決算について 

 

（３）議案第１号  平成２２年度活動方針及び事業計画について 

 

（４）議案第２号  平成２２年度収支予算について 

 

 

４ そ の 他 

 

５ 閉   会 



 

報告第１号 

平成２１年度 事 業 報 告 

 

月 日 事 業 実 施 内 容 

平成２１年  

５月２７日 ＪＲ東日本花輪線整備・利用促進期成同盟会（以下「同盟会」）幹事会

（鹿角市役所） 

・新組織への移行に向けた今後の作業スケジュールについて 

 

６月 ８日 同盟会の解散と新組織への移行に向け、盛岡市長（会長）に説明 

 

６月１６日 

 

同盟会の解散と新組織への移行について、八幡平市長に説明 

６月２２日 

 

 

同盟会の解散と新組織への移行について、小坂町長に説明 

平成２０年度同盟会会計決算監査（監事：小坂町議会議長） 

６月２３日 同盟会の解散と新組織への移行について、上小阿仁村、北秋田市、大館

市、大鰐町、平川市に説明 

 

６月２６日 

 

 

同盟会の解散と新組織への移行について、滝沢村長に説明 

平成２０年度同盟会会計決算監査（監事：滝沢村議会議長） 

７月 ３日 

 

 

会員市町村に対し、同盟会の解散と新組織への移行に対する意向調査の

実施 

７月２８日 

 

同盟会の解散と新組織への移行について、ＪＲ東日本盛岡支社に説明 

１０月 ６日 

 

 

同盟会の解散と新組織への移行について、岩手県地域振興部地域企画室

に説明 

１０月 ８日 

 

 

同盟会の解散と新組織への移行について、秋田県建設交通部交通政策課

に説明 

１０月２０日 

 

 

沿線の商工団体、観光団体に対し、同盟会の解散と新組織への移行に対

する意向調査の実施 



 

 

月 日 事 業 実 施 内 容 

１１月 ５日 同盟会幹事会及び（仮称）花輪線利用促進協議会設立準備会議の開催 

（１）同盟会の解散及び新組織設立に向けた関係機関への説明及び回答 

状況について 

（２）同盟会総会の案件について 

（３）（仮称）花輪線利用促進協議会設立総会の案件について 

（４）平成２１年度における（仮称）花輪線利用促進協議会の活動に 

ついて 

 

１１月２０日 平成２１年度同盟会通常総会 

（１）報告第１号 平成２０年度事業報告について【承認】 

（２）認定第１号 平成２０年度収支決算について【承認】 

（３）議案第１号 ＪＲ東日本花輪線整備・利用促進期成同盟会規約 

を廃止する規約について【可決】 

 

花輪線利用促進協議会設立総会 

（１）議案第１号 （仮称）花輪線利用促進協議会規約について 

【可決】 

（２）議案第２号 役員の選出について【可決】 

（３）議案第３号 平成２１年度活動方針及び事業計画について 

【可決】 

（４）議案第４号 平成２１年度収支予算（案）について【可決】 

 

平成２２年  

２月 ５日 会員市町村に対し、花輪線利用促進事業企画書の提出依頼 

（４会員から提出あり） 

 

２月 ８日 花輪線利用促進協議会ホームページの作成業務委託契約の締結 

・受託業者：株式会社リードコナン（盛岡市） 

・契約金額：１９９，５００円 

 

 

 



科　目 予算額 決算額 比　較

1 負担金 380,000 380,000 0

盛岡市 90,000

滝沢村 30,000

八幡平市 90,000

鹿角市 80,000

大館市 90,000

2 承継財産 629,689 629,689 0

より承継

3 雑収入 311 211 △ 100

計 1,010,000 1,009,900 △ 100

科　目 予算額 決算額 比　較

1 会議費 25,000 5,640 △ 19,360 5,640

2 事務費 118,200 110,248 △ 7,952 使用料（高速道路、駐車場） 33,800

備品、消耗品（会長印等） 28,823

郵送料（会議資料郵送等） 9,040

旅費（総会時鉄道料金） 5,730

振込手数料 1,680

燃料費（私用車使用時ガソリン代） 2,975

全国鉄道整備促進協議会負担金 15,000

インターネット接続料 13,200

3 事業費 200,000 199,500 △ 500 ホームページ作成委託料 199,500

4 予備費 666,800 0 △ 666,800

計 1,010,000 315,388 △ 694,612

認定第１号

預金利子

正会員負担金

平成２１年度　収　支　決　算

(収入の部)

説　　　　　　明

【収入額】1,009,900円－【支出額】315,388円＝694,512円

(支出の部)

ＪＲ東日本花輪線整備・利用促進期成同盟会

総会・幹事会時お茶代

説　　　　　　明



議案第１号 

平成２２年度活動方針及び事業計画について 

 

１ 活動方針 

 花輪線は、沿線住民の生活の足として、また、十和田八幡平国立公園や安比高原など沿

線地域の主要観光地へのアクセスレールとしての役割を持つ、当地域における総合交通体

系の核となる重要な存在であり、平成２３年１０月には全線開通８０周年を迎えます。 

 しかし、モータリゼーションの進展、沿線住民の人口減少、少子化による学生人口の減

少、観光利用客への対応不足等により、利用者数は年々減少を続けています。 

 花輪線沿線は、高齢化や人口減少等による地域活力の減退等の課題を抱えており、花輪

線の利用促進は、沿線住民の生活路線の確保及び沿線地域の振興を図る上で非常に重要な

施策です。 

 本年１２月には東北新幹線新青森駅が開業し、平成２３年４月から「青森デスティネー

ションキャンペーン」が実施され、さらに平成２４年には「（仮称）岩手デスティネーショ

ンキャンペーン」の開催も予定されていることから、北東北への注目度が高まることが予

想されるため、この機会を捉え、花輪線の観光利用の促進を進める必要があります。 

 こうした点を踏まえ、平成２２年度の活動方針は次のとおりとします。 

（１）全線開通８０周年（平成２３年）に向け、地域住民の花輪線に関する関心を高める。 

（２）積極的な情報発信を行うための体制を構築する。 

 

２ 事業計画 

（１）花輪線応援団の募集 

ア）事業概要 

・花輪線のファンを「応援団員」として登録し、応援団員には、花輪線沿線の見どこ

ろスポットやグルメ情報等について、ブログやツイッターで情報発信してもらう。 

・応援団員には会員証を発行し、協賛施設で割引等の特典を受けられるようにする。 

イ）応援団員及び協賛企業の募集方法 

・花輪線に関するブログやツイッターを書いている個人に依頼する。 

・市町村広報及び協議会ホームページで募集する。 

・利用促進協議会会員より、構成員に呼び掛ける。 

・花輪線の駅舎に、応援団募集のポスターを設置する。 



（２）協議会ホームページの管理・運用 

ア）事業概要 

・協議会ホームページにより、協議会及び沿線市町村のイベント情報や花輪線応援団

の情報等をまとめて発信する。 

・携帯端末用ホームページを制作し、上記の情報を駅舎や車内でも見ることができる

ようにする。 

・花輪線の駅舎に、ホームページ周知用のポスターを設置する。 

イ）更新体制 

・新鮮な情報を発信するため、ホームページの更新は、専門知識を有する業者に委託

する。 

 

（３）花輪線全線開通８０周年記念シンボルキャラクターの募集 

ア）事業概要 

・平成２３年の花輪線全線開通８０周年記念事業に使用するシンボルキャラクターの

デザイン及び愛称を公募し、決定する。 

・採用作品及び優秀作品には賞品（特産品等）を贈呈する。 

イ）募集方法 

・協議会ホームページ及び市町村広報で募集する。 

・公募雑誌等に情報を提供する。 

・応募期間：平成２３年１月～２月（予定） 

 

（４）花輪線全線開通８０周年記念事業の検討 

ア）事業概要 

・幹事会を開催し、平成２３年の花輪線全線開通８０周年記念事業の検討を行い、具

体的な事業計画を策定する。 

イ）事業計画（素案） 

・花輪線８０周年の歴史を紹介するパネルや、昔の写真を駅舎に展示する。 

・沿線市町村ごとに、駅を起点とした体験型ツアー（（仮称）花輪線”彩”発見ツアー）

を企画・実施する。 

・８０周年記念列車の運行を検討する。 等 



(単位：円) 

科　目 21予算額 22予算額 増減

1 負担金 380,000 380,000 0 正会員負担金

　人口割 170,000

　距離割 160,000

　平等割 50,000

2 承継財産 629,689 0 △ 629,689 ＪＲ東日本花輪線整備・利用促進期成同盟会

より

3 雑収入 311 488 177 預金利子等

4 繰越金 0 694,512 694,512 21年度繰越金

計 1,010,000 1,075,000 65,000

(単位：円) 

科　目 21予算額 22予算額 増減

1 会議費 25,000 30,000 5,000 会場借上料

食糧費

2 事務費 118,200 109,000 △ 9,200  事務局事務費

　・旅費等 30,000

　・郵便料 20,000

　・消耗品等 30,000

 全国鉄道整備促進協議会負担金

 インターネット接続料

3 事業費 200,000 596,000 396,000 携帯端末用ホームページ作成

ホームページ管理委託

花輪線応援団募集用ポスター製作

花輪線応援団会員証製作

花輪線応援団会員証送付

シンボルキャラクター募集に

かかる賞品代

4 予備費 666,800 340,000 △ 326,800

計 1,010,000 1,075,000 65,000

120,000

120,000

説　　　　　　明

議案第２号

平成２２年度　収　支　予　算

(収入の部)

説　　　　　　明

(支出の部)

380,000

50,000

252,000

50,000

4,000

20,000

10,000

80,000

15,000

14,000




